
ら3
毒
虫LI
去
岡

ム
り
号
ζ

dI
F
j」
、一
言」
4
4
G
手 『
兄

二
辺一
国」か「一
つの中国」か
｜｜。

民主化の進展がナショナリズムの昂揚
を
もたらす一
方、

大陸との経
済的相互依存
も加速している。

はたして「台
湾独立」は現実的選択肢となり
うるのか、

日本はこの問題とど
う向
き合えばいいのか

日
本
近
代
史
の
証
人
と
して

感
謝
すべ
き
存
在

なかじまみねお
中嶋嶺雄（同際社会学有）

今
回
の
台
前
総
統
選
挙
は、
中
国・
台

湾・
香港といっ
た

中華位界の
命巡を左

右する
重
要
な

意味をもっ
てい
る。

日本

の
国誌や

将来像に
もかか
わ
る一
つ
の岐

路に
なるか
もし
れない。

台湾人の政
党

で
ある
民進
党が
敗
北し、
中
国が
期待す

る
国
民党・
親民
党政
権が
誕生
すれば、

李登
輝4

削総統が一
二
年
間に
わたっ
て
蓄

積してき
た
台湾
民主
化と
台湾人と
して

のア
イデン
ティ
ティ
深
化の
路線が
大
き

く
揺ら
ぐことに
なるか
ら
で
ある。
そ
う

なれば、
近
年ますます
強大
化しつつ
あ

る
中
国に
呑み込まれ
て
しまうか
もし
れ川

phE。
や匂’V

N
 

李
登
輝
氏を
後ろ
盾に
してこ
う
し
た
危仰

機意
識に
立つ
台
湾
団
結
連関（台連）
は、川

台湾の
悲
劇を歴
史に
深
く刻ん
だこ・
二
印

八

事件記念日の二
月二
十八
日
午後二
時

二
十八
分に、
一
OO
万人が
台湾一
周の

手をつ
な
ぐ「手
製品
口湾
連動」
を
繰
り広

げ
て
民進
党を
応
援、
その
余勢で

総統選

挙を
勝
利に
導こ
うと
全元を注い
でい
る。

自
由と
民主主
義に
立
脚する
高
度に
近

代化
さ
れた

成熟自家で
あり、

高信頼社

会で
ある
台湾の
存
在は、
二
三
O
O
万
国

民の
大
部分がき
わめ
て
親日的で
あるこ

と
と
と
もに、
日
本の
安
全
保障上
の
国益

にとっ
て
も、
またア
ジ
ア
と
世界の
将
来

に
お
ける
日
本の
国
際的
な立
場か
ら
して

も、
わが
国に
とっ
て
決定的に
重
要な
な

味を
もっ
てい
る。

しか
し、

台湾が
わが
国にとっ
て
重
要

なの
は、
こ
れらの
意義にとど
まら
ない。

台湾で
は
最近、
自ら
の
歴史を
中
国史と

して
で
は
な
く
台湾史と
して
編纂し
始め
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てい
て、
日
本の五
0
年
間に
わた
る
台湾

統治の
実績
を高く
評価して
くれてい
る

か
らで
ある。

今年は
日
鋸

戦争開
戦一
O

O
周年、
日
本が
戦後六
O年を
経て
よ
う

やく自らの
近
現
代史を

相対的に

再検討

し、
再
評価し
なければ
なら
ない
時
期に、

戦前の
日
本の
植民地
統
治の
功
績を
教
育、

衛生、
水
利
瀧瓶、
出
業
改
善などの
社会

改造の
聞か
ら
高く
評価して
くれる
存在

は、
台
湾
を
おい
てほかに
ない。

李登
輝
氏
など
はま
さに
旧
制台

北山校

の

教養主
義が
育成した
人
材にほか
なら

ない
けれど、
同氏は
去る二
月
十七
日、

わが
国で
多くの人々
に
感
銘を与えた
著

許『「
武士
道」
解題
｜｜
ノ
l
プレ
ス・

オブ
リl
ジュ
と
は』
（小
学館、
二
OO三

年〉
の
中
文
版
出版
記
念
会
の
席
上、
「
戦

後の
日
本に
は
武士

道精神が
な
くなっ
て

し
まっ
た。
太
平

洋戦争
を
発動して
敗
北

し
た
後は、
自分で
自分
を
虐待する
心
理

を生み
出し、
中国と
見れば
すぐに
怖が

り、
服
罪の
心理に
充ち
てし
ま
う。
だ
が

問題は
当
時の
日本の

指場者が正し
くな

かっ
た
か
らといっ
て、
すべ
ての
民
衆が

精神
的に

自虐的に
なるこ
と
で
は
ない
の

だ」
と
述べ、
新
渡戸
稲
造の
『
武士
道』

を生ん
だ
日
本の
旧
制教
育がい
かに
出来的

らしかっ
た
かを
説い
てい
る。
こ
の
よ
う

に
台湾の
人び
と
は
自らの
歴史的
体験と

して
日
本の
近

現代史の
証人と
なっ
てい

舵知台
�t る湾
彦： この
� 主主き

！ 三官
事 曇価
3 安 値
i を

台
湾
独立の
是非は、
人
類の一
般
原則

に
照
ら
せ
ば、
民
族
自決の
問題と
して、

もとよ
り
大事なこ
と
だ。
台湾の
人が
自

分の
意
思で
台湾の
将来を決め
ら
れる
と

い
うのが
最善で
あろ
う。
しかし、
こ
と

国際
政治に
おい
て
重
要
なのは、
善
悪是

非を
論じること
で
は
なく、
日
本にとっ

ての
戦
略的意味を
考えるこ
と
で
ある。

台湾が
中国の一
部で
ある
か、
別の
存

在で
ある
か
は、
円
本の
安全
保障にとっ

て
く
れてい
る
の
で
あり、
日
本として
は

大い
に
感謝し
なければ
なら
ない
存
在な

の
で
ある。
こ
の
事実か
らい
つ
まで
も
Hを
逸らし

てい
る
よ
う
で
は、
日
本は

国際社会でい

か
なる
尊敬
も
受け
ない
の
で
は
ない
か。e
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て、
きわ
め
て
大
き
な問題だ。

冷戦時代

に
おい
て、
日
本の
北

東海路は
ソ
連の
潜

水
艦が
跳
梁する
とこ
ろで
あっ
た
が、
南

西
航
路に
は
何の
脅威
も
なかっ
た。

中国

の
東海
岸は
水
深が
浅く、
潜
水艦を
使い

に
くい。
とこ
ろが、
仮に
中国が
潜水艦

基
地とし
て
台湾を
使える
よ
うに
なれば、

台湾か
ら
束は
太平
洋で
もっ
と
も
深い
陶

だ
か
ら、
サ
イパ
ン、
グアム
まで
時符も

な
く
活動できる。
日
本の

南西航
路は、
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